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上級教材 とその扱い方




座の第1分 冊 ・第2分 冊で取 り上げたような初級 ・中級の課程 を経て,上
級へ進んで,さ らに学習を続けようというものは・例外なくといっていい
くらい,そ れぞれの 目的を持っている。 その目的は日本の大学への留学・
専門分野での研究 ・調査,技 能の研修,実 社会での業務,宗 教活動などい
ろいろである。このような目的を果たすのに必要な日本語の能力を身につ
けるために,日 本語を学ぶのである1ン。 そのような日本語能力 を得るため
の学習を3段 階に分けた揚合の最終段階であり,学 習を完成する段階が上
級 で あ る。
実 際 は,日 本 に 来 て い る学 習 者 の 多 くの もの が,上 級 の 修 了 を待 た ず に ・
各 自の本 来 の 目的 のた め の 勉 強 や 仕 事 を始 めて い る 。 上級 の学 習 は それ と
並 行 して行 な われ る場 合 が 多 い2}。
1)臼 本 語そのもの の研究を本来の 目的 と している言語学者や,将 来 日本 語に,美
って身 を立 てることを志望 してい るもの もあるにはあ るが その数は全体 か ら見る と
少 ない。
2)早 稲 田大学内の留学生の大部 分の ものが,学 部 または大学院 での授業 の一部
として 日本語の上級 を学んでい る。理工 ・商 ・政経の各学部では,外 国学生に限 り
日本語を第2外 国籍 として履修す ることが認 められている。 その値 の学部 ・大 学院
で も,ご く少数の 日本語優秀者 を除いて は,入 学後1か 年は 目本 語を必 修するこ と
にな っている。 目本語教員志望者 ・日本文学専攻志望者のためには,上 級 の上 に研
修 とい うコー スを 日本語教 室 に 設1ナて,発 音 ・文法 ・表記 ・教授法 ・現 代文 ・古
典 ・漠文 などを学ばせている。
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最終段階 としての上級の学習目標は,専 門分野での修学 ・研究または業
務を目本語によって支障なく行なうことのできる能力を養成す る こ とで
ある。 しかし,限 られた学習期間に,将 来必要とする自本語 のす べ て を
習得 し尽くすことは不可能である。 上級修了後も 専門の仕事 と並行 して,
日本語の勉強を続けなければならない。そのような自学自習を行なうこと
のできる素地を作ることが,上 級の目標であると言っていいだろう。 自学
自習の能力 とは,言 いかえれば,一 般 目本人並みの日本語の言語生活を・












ぎ り多 くの語を学ばせるようにすべきである。それも単に異な り語数が多
ければよいとい うのではない。疵習語の第2義 的 ・第3義 的な意味,多 義
的な意味を習得させることと,比 喩的な意味 ・用法にも通じさせることが
上級 としては大切である。目また,上 級教材 とい うと,と か く漢字:語彙の学
習にのみ重点が向けられやすいが,和 語にも同様に重点をおかなければな
らない。そのほか,普 通 日本人の使 う慣用的な語句の使い方,常 套的表現
なども上級教材に盛 り込むべき重要な要素である3〕。
3)本 講座第2分 冊 森田良行 「慣用的な言い方」が参考になる。
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専門語彙はそれぞれの専門によづて異なるから,画一的には言えないが,
高校教科書程度の術語 ・用語のうち,各 自の専攻 ・業務に関係のあるもの
を一応習得 してお くようにしなければならない4》。
文体については,論 文,評 論,法 規,公 用文など文字言語独得の文体に
慣れさせる。与えられた文章がどのような種類のものであるか,文 体によ
ってまず見当がつ くくらいに慣れさせなければならない.将 来古い文献を
扱 う必要のあるものは,文 語文,漢 文,擬 古文ないし古文などにも一応ふ
れさせておかなければなるまい。
漢宇は中級までに 約 ち000字 か ら 玉,300字 くらい覚えたはずである。
上級では当用漢字と同補正案の漢字はもちろん・それ以外の漢字も・特に
専門分野 と関係のあるものは,で きるだけ多 く取 り入れてお く。また,漢
字に限 らずかなづかいも含んで,表 記法については柔軟な考えをもって教
材に取 り入れてお くことが上級では必要である。ただし,学 習者自身が文
を書 くときには,現 代の標準的表記法に従わせることを忘れ て は な らな
いo
以上は主として読解の教材について述べたが,音 声言語のより高度な学
習を進めるための教材 も欠くことはできない。講義の聴講,ゼ ミナールヘ 、
の参加}研 究発表,実 地調査などに必要 とする聴解ならびに口頭発表の能
力を養うため,ラ ジオ ・テレビめほか種々の録音教材 も用意 しなければな
らない。
教 材 の 種類
日刊 大 新 聞 の社 会 面,文 化欄,第i・2面 の政 治 ・外 交 ・国 際 問題 な ど
の記 事 と,専 門 に よ っ て は,こ れ に経 済 面,科 学 ・学 芸 ・読 書 ・家 庭 な ど
の 各欄 が教 材 を提 供 して くれ る。 ニ ュー スば か りで な く,各 種 の コラ ム に
も利 用 で き る も のが 多 い 。 新 聞 を何 か一 つ月 極 め で購 読 させ る とよい 。
4)文 部省編r外 国入のための専 門用語辞典(自 然科学 系)」(1%6年 〉が あるが,
残念 なことに非売品である。当語研 目本語教室 でも 「専門用語集」(理科用 ・社会科
用)を作成 中で ある。
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雑誌は週刊朝日,サ ンデー毎 日,朝 日ジャーナル,文 芸春秋などの中か
ら,適 当な記事を選んで教材 とする.政 府関係の刊行物や大企業のPR雑 。
誌にも,か っこうな教材となる記事がある。PR雑 誌はだれにでもわかる






この種の単行本のうち,語 研E本 語教室で使用 して,適 当であったと思
われるものを付表にあげてお く。〔付表1〕
専門的な語彙 ・文体に慣れ るためには,専 門分野の入門書または一般向
解説書などか ら選ぶ。専門の研究をこれによってさせるわけ で はな い か
ら,内 容的にむずかしいものでない方がよい。・
上級用 として編集された日本語教科書を付表IIに あげておいた。 これ.
らは数多 くの著作か ら適当な部分を抜葦 して配列 したもので,多 様性に富
んだ教材を与えるとい う点は確かにいいことだが,各課があまりに短かい。
それに,多 様性といっても,限 られたページ数では限界がある。 しかも当
然0)こ とながら,編 集者の属する教育機関の学生 を対象 として材料を選択
するので・他の機関の学生には向かないものも混 じっている。上級教材は
やはり各機関ごとに独自のものを選んで与えることが望ましい.
単行本を教材 として与えることにも欠陥はある。単行本/冊 は教材 とし
て分量が多すぎる。長期闘同じ教材を旋用することに学生は倦怠を感 じや
すい。 この欠点さえ避けられるなら,教 科書 とい う特殊の形に印刷 したも
のよ凱 生のままのものを教材として使 う方が実際的で,上 級にふさわ し
いと言える。そこで,数 冊の本を並行 して使用 し,し かも,1冊 を終えな
いでつぎのものに移るとい うことも考えられる。 当語研の日本語 授 業 で
は,上 級の第1年 度は週6時 間の授業に,一 般的な読みもの,こ とばに蘭
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す る読みものまたはテ レビ教材,専 門に近い読みものの3種 を並行 して与







する必要はないgま たもしむずか しすぎて歯が立たないようなら,教 師の
選んだ教材で学力をつけてか ら自習させることにすればよい。
個人教師について学んでいるものに,たまに見 うけられることだが,学習
者が読みたい本を指定 し,教 師の逐語解釈または翻訳によってようや く理
解 しなが ら読んでいるものがある。 これなどは上級の授業とは言えない。
上級 とい うのはただ教材がむずか しいというだけではない。上級としての
扱い方 をしなければ上級とは言えない。そのような扱い方が で き な いの
は,そ の学習者に上級へ進む学力がないものとしなければならない。上級
修了以上の者が専門的な書物を読むために個人教師の指導を求める場合が
ある。 この場合はもはや専門的領域にはいっているのだか ら,専 門畑のも
のが指導に当る方がよい。
目本の高校や大学の一般教育の教科書が教材として扱わ れる こ ともあ
る。これには学習者に教科の内容も含めて学習させる揚合と,単 に用語の
み を覚えさせる場台 とがある。前者の揚合は,日 本語教育のわ くを越えて
いるので,そ の教科の専門家が指導に当っているのが普通である
テレビはこんにちの・日本人の社会における重要なマスメディアになって
目いる。単に学習の補助的教材 とい うよりも,そ れ自体が学習の対象となる
主教材 として取 り入れるべきである。音声に慣れるとい う消極的意義ばか
りでなく,テ レビ独得の表現形式が学習の対象 として意義がある。テ レビ
を教材 とする場合に,ド ラマなど娯楽番組はさけた方がよい。学習者が見
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た が るな ら勝手 に見 させ てお く。 教材 と して は報 道 もの ・対談 もの ・教 養
もの な どが 適 当 で あ る。NHKの 番 組 で 言 え ば(昭 和42年5月 現 在 〉「日
本 と ころ ど ころ 」r町 か ら ・村 か ら」,「新 日本 紀行 」 な どや,ワ イ ド番組 中
の対 談 な どか らは い って い くの が よい 。 そ れ か らニ ュ ース ・ニ ュー ス解 説 ・
報 道 特 集 ・教 養 特 集 へ と進 む こ とに な る。
テ レ ビに埣 べ る と・ ラ ジオ ・映 画 の マ ス メ デ ィア と、しての カ は 近 年 弱 く
な った が,教 材 と して の利 用 価 値 は あ る。 ラ ジ オ の 朗 読 ・対 談 な ど に は,
高 度 の 聴解 力 を養 うに適 した も のが 多 く,映 画 も文 化 映 画 ・産 業 映 画 ・科
学 映 画 な どで そ の ま ま教 材 とな る もの が 多 い。
テ レ ビ ・ラジ オ ・映 画 を教 材 と して 使 用 す るに 当 って は,教 師 が予 め試
聴 ・試 写 して,予 習 して お か な けれ ば な らな い 。 授 業 の 際 に も1回 通 しで
は効 果 が少 ない 。 録 画 ・録 音 した もの を必 要 に応 じて何 回 で も繰 り返 す と
ころ に教 材 と しての 効 果 が 期 待 され るの で あ る。





し,足 りないところを補 うにとどめ,教 師による逐語的解説はしない方が
.よい。予習は辞書によって行なわせる。辞書の使用には時問と労力を要す
るが,目 本語の学習には欠 くことのできない作業であって,決 して無駄な
ことで1よなレ'Q






とい う手続きによって 理解するとい う習癖から抜け出すことができない。.
しか し,そ うは言 っても外国人が国語辞典や漢和辞典を使いこなすことは.
なかなかむずか しい。むずか しいけれども,こ れは克服 しなければならな
い。.そこで教師は外国人の使いよい辞書を選んで与え,そ の使い方につい
ての指導 を行なわなければならない。 文部省編 「外国人のための 漢 宇辞・
典」はその名のごとく特に外国入のために作られたもので,学 習者に使い
やすいようにできている。 なお,文 部省では 「外国人のための用例辞典」・
も作成中である%




級教科書では,単 語表に英語 と中国語による対訳のほか,日 本語による語・
釈を示 してマ.・る。中級第3部 に進む と・国語辞典か ら引用 した語釈のみを
示 している。これ らはすべて辞典式の語釈に慣れさせようとの配慮か らで
ある。上級になっても辞書が うま く使えないというのは致命的な欠陥であ
る。既成σ)日本語教科書のほ とんどのものが,上 級になっても,新 出語に
いちいち訳語 を与え,し かも,文 中に表われる順に並べている。これは一




語 彙 に つい目て
上 級 で は語 彙 の 増 強 に努 め な けれ ば な らな い が,語 句 の意 味 の取 り扱 い
に は慎 重 で な けれ ば な らない 。 個 々の 語 句 に つ い て教 師 が 明確 に意 味 を把.
5)文 部省編 「外国人のための漢字 辞典J1966年 大蔵省 印刷局発行・定価3・ODO・
円。政府刊行物 センターで販売。「用例辞典」 は1968年 度 に刊行 の見込 みである・
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握 して,類 義語との差異を明らかにし,同 意語 ・反対語 ・対照語をあげ,
さらに用例 を示すことが必要である。これ らのことは学習者にも予習のと
き調べてお くことを要求 し,教 室で言わせるようにする,語 句の意味はこ
のようにしてはじめて明確に理解される。一般に通用 している訳語 と原語
との聞に意味領域や用法に大きな差異のある場合には,特 にそのことを指
摘 して注意 を促すことも大切である。訳語のみにたよって語彙 をふや す
と,ふ えた語彙がいたず らに学習者を混乱に導 くことになる。
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気 質(き し つ)temperament,disposidon
気 質(カ 、た ぎ)spkit,⊂haτacter,trait
気 骨(き こ つ)spiri亡,sou1,b且ckbone
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根'1生d1sposition,na七ure
性 根(し ょ う ね)nature,despQsition,splrit
心 服admiration,devotion
心 酔 跳cination,admiration,devot主Qn
心 機 一 転changeofmind,changingone・smind
心 が わ りchaロgeofmind
上に並べたような語が,個 別に文の中に出てくる場合,訳 語によってそ
の個所の文意を理解することは,あ るいは できるかもしれない。 しか し,
類義語 との意味 ・用い方の差異は習得できない。訳語の数が多 くなればな
るほど混乱を起こすことになりかねない。
つぎに,単 なる意味のほか,語 源 ・故事 ・背景の説明をしなければ,学
習者が理解に苦 しむものの例をあげてみよう。
先 鞭 を つ け るtakethdnitiativelf。resta翫anticipatelsしealamarch
upon多pioneear;takethewindQutofanother'ssai1∋getτhe
s亡artof;blazeone'strai工
笈 を 負 うdepartf・ τeducati・n,9・ 亡Q_、 一f・rapurp・se・fstudy
切 羽 詰 ま っ てbeatone'swiぱsend5underthepressurcQfne㏄s-
sity





呉 越 同 舟(b更tter)enemies(pla⊂edbyfate)inthesameboat
四 面 楚 歌 ⊂ompletdysurrounded(bytheenemy)lfiqdoneselfbe-
trayedbyallofone'scDuntryme罵beforsakenbye▽er}・body
打 出 の 小 槌amalle亡ofluck,anAladin'slamp
泥 縄unpてeparedness,1as亡 一minutepreparatiDns多1。ckingthebam
afteエthehorseisgDne
春 秋 の 筆 法thepringiplesofConfucius・histQricalcriticism
上に示した語句 とそれに対応する訳語を見てもわかるように・学習者が
対訳辞書にたよっているかぎり,原 語の意味 ・語感 ・・使用区分は会得でき
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ず,い たず らに似たような語句が多いという嘆きを深 くさせるぱか りであ
る。このような語を取扱 うときには,各 語を構成する漢字の意義から説明
して,わ ずかの意味のちがいも明らかに し,使 用区分を用例によって示す
ことが必要である。単に 「ニューアンスのちがい」としてのみかたづけて
はならない6対 訳のみにたよって授業を行なうことの最大の害は,教 師が













景すなわち社会的 ・歴史的 ・文化的な知識が必要 となってくる。このよう
な知識の裏付けになるものは固有名詞についての知識である。
文法上は固有名詞として扱われ,問 題にされない地名 ・人名も,上 級程
度の教材を扱 うときは軽視できない。地名 ・人名が文の理解の上で重要な
カギとなる場合が多い。 「倉敷といえば 人は美術館を思い出す」 という一
文が,ど うしてもわからないという学生がいた。倉敷という土地柄を知っ
ていればなんでもないのである。辞書をひいても普通名詞としての 「倉敷




名についての知識 を欠 くために文の真意の理解ができないことは しば しば
見られる。では,ど の程度の固有名詞について,ど の程度の知識が必要か




どには,固 有名詞 もかなり多 く採録 されている。 できれば百科辞典 も使え
るように しておきたい。地名は地図に親 しまなければ覚えられない。
漢 字 の 読 み 方 に つ い て
上 級 に な る とつ ぎ の よ うな特 殊 の読 み 方 をす る熟 語 が 出 て くる。 この よ
うな もの に つ い て は,予 習 に先 だ って読 み 方 の 注 意 を与 えて お か な けれ ば
な らな い 。
発 作,発 足,遊 説,間 髪 を入 れ ず,名 残 り,融 通,切 羽 詰 ま る,出 納,




ることは困難となる。そこで理解を主 とし,表 現 を従とす る学習にな りが
ちである。 しかし,自 己の思考内容を明瞭に発表する能力はつけておかな















いうことが主眼である。 したがって,1冊 を終えなくても,す でにその目
標に達 したと考えられるときは,他 の本に進むべきである。 その反対に,
何か月かかってもいっこうにページが 進まない とい うこともあ る。 そ の
場合は渋滞の原因が何にあるかを調べなけれぱな らない。内容がむずか し
いのか・ことばがむずかしすぎるのか・あるいは学習者が勉 強 しない た
めか,ま ず原因を見きわめた上で,そ の本の中の比較的容易な部分から手
をつけるなり,他 の本に移るな りしなければな らない、また,本 の始めは
速度がおそくても・ 進むにつれてしだいに 速度をますことも考えられる。
これ も7つ の進歩である。 しか し・何を使 っても教材 自身完全な敦材 とい
うものはない。 教師は使っている教材について たえず挽判 と反省を加え,
不足するものを補い,不 要なものは取9除 くように努めることを怠っては
ならない。その上,教 材の扱い方を工夫 し,教 材を生かすように,た えず
努力 しなければならない。教材の適不適とい うことも,半 ばは教師の扱い




[付表 工]早 大語研 日本語教室で上級用教材として
使用 したもの および使用中のもの(順序不同)
(一般 的 な も のII
岩 村 忍 アジァの見方
岡 田 喜 秋 目本の旅路
亀 井 勝 一 郎
桑 原 武 夫編
黄金の言葉
日本の名著
大 内 兵 衛ほか 私の読書法
扇 谷 正 造編
永 井 道 雄
.私をささえた一言
異色の人間像
丸 山 真 男 目本の思想
南 博
中 山 伊 知 郎
目本人の心理
日本の近代化
新 島 正 ユ ーモ ア
吉 屋 信 子 私の見た人
佐 藤 正 忠 一流入のことば
日本 経 済新 聞 私の履歴書
荒 垣目秀 雄 天声人語
島 崎 敏 樹 心の風物誌
ノノ
林屋辰三郎ほか









































西 尾 実 日本人のことば
金 田 一 春 彦 目本語
波 多目野 完 治 実用文の書き方
扇 谷 正 造 現代文の書き方
NHK編 こ とばの魔術
瀬 谷 信 之 電話の話術
江 木 武 彦 話 し方教室
大 石 初 太 郎 正 しい敦語
土 屋 道 雄 ことわざ365日
(理工学系のもの)
中 谷 宇 吉 郎 科学の方法
中 野 尊 正 日本の自然
ロゲル ギ ス ト 続物理の散歩道
崎 川 範 行 科学の手帖
ラ ジオ 東.京編 科学への招待
天 野 光 三 東京診断
朝 日ジャーナル 技術は突破する
中谷宇吉騨 か 羅 纏 鐵 〉・
世界のなぞ
NHK編 』 なぜで しょう・質問箱
(社会科学系のもの)
伊 東 光 晴 経済学入門目
都 留 重 人 経済学はむずかしくない
長 州 一 二 日本経済の見方
大 内兵 衛ほか・ 目本経済図説


























佐 々木 土 師 二 消費心理学入門
加 藤 昇 プロセールスマン入門
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